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	平成27年度は従来の調査・研究テーマを継続し、特に近年具体化の進みつつある、当財団が設立時より推進するニュー・シルクロード交通インフラ開発推進に注力した。
	Ⅱ．調査研究
	2-1) 基本的事項に関する調査研究
	(1)　GIF構想対象プロジェクトの研究
	(2) 国際関係とインフラストラクチャーに関する研究
	2-2) 個別プロジェクトに関する研究
	(1) 地球環境改善
	 アラル海地域の環境改善
	(2) 資源・エネルギー問題
	 東ヒマラヤ水系水資源開発
	 原子力エネルギー等エネルギーインフラ開発支援
	 エネルギー輸送インフラストラクチャー
	(3) 交通運輸インフラストラクチャー
	 ニュー・シルクロード開発研究
	 クラ運河プロジェクト
	 北極海域交通網整備・資源開発
	(4) 生活領域の拡大
	 オリノコ・メタ川流域総合開発プロジェクト
	Ⅲ．国際会議の開催
	Ⅳ．人材の育成その他

